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高大連携による「Hokkaido Study Abroad Program」  令和６年度(2024 年度) 
 

道立高等学校等の生徒の道内大学への派遣・交流事業（北海道大学会場） 

 

１.目的 

道立高等学校等の生徒を道内大学に派遣し、同大学の留学生との英語による交流や、大学の講 

義の受講、研究室訪問等を通して、英語によるコミュニケーション力の向上を図るとともに、国際

的な視野を育み、海外と積極的に交流しようとする意欲の向上を図る。 

 

２.主催 

北海道教育委員会、国立大学法人北海道大学 

 

３.実施時期 

令和６年(2024 年)10 月 16 日(水)、17 日（木）、18 日（金） 

 

４.実施場所 

北海道大学構内 学術交流会館 

 

５.参加者 

全道の道立高等学校等 22 校から 37 名（第１学年９名、第２学年 27 名、第３学年１名）が参加 

 

６.日程 

日 程 時 間 内    容 

１日目 

 

10 月 16 日 

（水） 

13:30-13:45  開会式 

13:50-14:30 【ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ１】 「アイスブレイク」、「自己紹介」 

14:30-15:50 【ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ２】 「グループ・ディスカッション」 

16:00-16:45 セミナー 「総合政策部国際局国際課国際交流員による講演」 

２日目 

 

10 月 17 日 

（木） 

9:00-11:00   北海道大学キャンパスツアー 

11:15-12:00 【ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ３】 「プレゼンテーションポスター作成」 

12:00-13:00  昼食 

13:00-13:45 留学経験の講演１ 「北海道大学特任助教による講演」 

14:00-15:45 留学生によるプレゼンテーション 「留学生と話そう！」 

16:00-16:45 【ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ４】 「プレゼンテーション①」 

３日目 

 

10 月 18 日 

（金） 

8:45-9:45  大学の講義体験「Cutting Edge Technology of Origami Engineer」 

10:00-10:45 留学経験の講演２ 「北海道大学大学院生による講演」 

10:55-11:40 【ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ５】 「プレゼンテーション②」、「ディベート」 

11:50-12:00  閉会式 
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事業の様子 

１日目・10 月 16 日（水）                             

「開会式」  

開会式前から、高校生、留学生、ALT が８つのグループに分かれ、様々なコミュニケーション活動を

行いました。その後、開会式からは、All English で、生徒たちは緊張した雰囲気の中、しっかりと話を

聞いていました。 

「ワークショップ１」 

生徒たちは、会場を歩き回り、「毎朝コーヒーを飲みますか。」な

ど複数の質問を英語で行い、「YES」と回答する生徒の氏名を集め

てプリントのマスを埋めていくビンゴゲームを行いました。また、事

前に準備してきた自己紹介のスライドを活用して、「自分の住む町

や将来の夢」、「なぜこのプログラムに参加したか。」などについて自

由に発表し合い、交流を深めました。 

【生徒の感想】 

・誰も友だちがいなくて緊張していたが、アイスブレイ

クのおかげで多くの人と仲良くなることができた。 

・緊張感をほぐし、少し自信をもって発言できるように

なった。 

 

「ワークショップ２」 

札幌国際情報高校の高西貴幸先生が講師を担当し、「グローバル人材

とは、どのような人材か。」や「グローバル人材として身に付けるべき資

質・能力とは何か。」について考え、グループで意見交換を行いました。

各グループにALT や留学生が参加することで英語を話す必然性が高ま

り、生徒たちは自分の考えをまとめ、懸命に英語で伝えようとする姿が

見られました。 

【生徒の感想】 

 

「セミナー（総合政策部国際局国際課国際交流員による講演）」  

総合政策部国際局国際課国際交流員のデヴォイ・ジョシュアさんが講師となり、自らが日本に来る前

に感じていた異文化での生活上の不安や、留学の目標を設定することの大切さについてお話しいただ

きました。「留学は、単に英語力向上のためだけではない。たくさんの人

に会って、多くのことを吸収しよう。英語力が完璧になるのを待ってい

ては、留学は始まらない。」などのアドバイスをいただきました。 

【生徒の感想】 

・グループの中で意見を述べたりするのが苦手だったが、グループの

メンバーがしっかりと話を聞いてくれたり、同意を示してくれたりし

たことで自信をもつことができた。 

・高校で一度考えたことのある「グローバルシチズン」について、プロ

グラムの中で意見を交換し合うことができて、とても嬉しかった。 

・異文化圏で英語を学びながら仕事ができるということは、自分にと

って、とても魅力的なものだと思った。 
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２日目・10 月 17 日（木）                             

「北海道大学キャンパスツアー」 

 生徒と ALT・留学生が大学構内を回り、「大学構内の外国人に『グローバル人材とはどのような人だ

と思うか。』についてインタビューしよう。」などのミッションを達成するため、キャンパスツアーを行い

ました。同じ方向を向いて歩きながら英語を話すため、生徒たちは普段よりリラックスしながらALTや

留学生との会話を楽しんでいる様子が見られました。 

【生徒の感想】 

 

「ワークショップ３」 

１日目に続き高西先生が講師となり、キャンパスツアーで外国人から聞いた情報の共有を行いまし

た。後半には、「学校に戻ってから、学校のみんながグローバル人材としての資質・能力を高めるため

に、どのような活動が考えられるか。」について話合い、考えをまとめ、ポスターを作成しました。 

【生徒の感想】 

・インタビューを通して、より「グローバルシチズン」につ

いての自分たちなりの考えがまとまってきて、最終的

には納得のいくものをつくることができた 

・みんなで分担して、ひとつのものを作り上げるのがと

ても楽しく感じた。 

・私は人前に立つのがとても苦手だったが、今回の発表

を通して少し慣れることができた。 

 

「昼食」 

 留学生を誘い、共に大学の食堂で昼食をとる生徒たちの様子が見られました。大学の雰囲気を堪能

し、自然に英語でコミュニケーションを図る生徒たちは、とても楽しそうでした。 

 

・キャンパス内には、たくさんの留学生がいてインタビューもすごく楽

しくできた。いい思い出作りの場となった。 

・街を歩いている方に突撃インタビューをする機会はなかったので、

刺激的な時間だった。インタビューに答えてくださった外国人の方

は、日本を好いてくださっていて、誇らしい気持ちになった。 

・北海道大学のキャンパスについて深く知ることができ、また、たくさ

んインタビューをすることで英語を間違えることへの抵抗感をなく

すことができた。 
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「留学経験の講演１（北海道大学特任助教による講演）」  

北海道大学低温科学研究所特任助教の波多俊太郎さんが講師とな

り、留学を決めたきっかけや海外で苦労したことなどについてお話し

ていただきました。また、同僚と協力することの大切さや、自然環境

について世界的な視点で考えることの面白さについて伝えていただ

きました。 

【生徒の感想】 

・実際に留学した方の話は説得力があった。やはり留学してみたいと改めて思った。 

・自分の研究したい分野を、自国だけでなく海外に行って研究できるのは素敵だと思った。 

 

「留学生によるプレゼンテーション」 

 北海道大学のホイットフィールド・デール特任助教による進

行で、３名の留学生が自身の研究内容についてプレゼンテーシ

ョンを行いました。その後、生徒は４部屋に分かれ、少人数でデ

ール特任助教や留学生たちと交流し、出身国のことや北海道

での生活などについて話をすることができました。 

 

【生徒の感想】 

 

「ワークショップ４」 

これまで準備してきた「学校に戻ってから、学校のみんながグローバル人材としての資質・能力を高

めるために、どのような活動が考えられるか。」に関するポスターを使用し、グループ同士でプレゼンテ

ーション活動を行いました。「国際フェアの日を設定し、異文化理

解を推進しよう。」や、「世界のスポーツを体験する日を設定し、世

界への興味・関心を高めよう。」、「様々な言語による挨拶キャン

ペーンを実施し、他言語や多文化理解を促そう。」など、様々な取

組の紹介がありました。 

【生徒の感想】 

 

・専門的なことを英語で質問するのは

大変だったが、とても興味深い内容

で面白かった。 

・全員で協力してプレゼンテーションを完成させることができ

てよかった。キャンペーンについての考えを英語で説明する

のは難しかったけど、いい経験になった。 

・自分のアイデアを他者に英語で表現して伝えることは、やは

り難しかった。色々な班のポスターを見て、グローバルシチ

ズンについて様々な考えについて学ぶことができた。 

・何度も発表する中で、「原稿をしっかり覚える」という気持ち

より、「伝えたい！聞いてほしい！」という気持ちで発表でき

るようになった。 
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３日目・10 月 18 日（金）                             

「大学の講義体験」 

北海道大学の繁富准教授が 『Cutting Edge Technology of Origami Engineer』 と題し

て、折り紙工学について英語で講義を行いました。終了後には、繁富准教授に質問する生徒が列をつく

り、積極的に質問する姿が見られました。 

【生徒の感想】 

・私が学校で専攻している教科に関連していた内容だったので、

とても勉強になった。学校で勉強していることが、今後、どのよ

うに社会に役立つのか想像することが難しかったが、今回の講

義を受けて、今勉強していることの可能性の広さに驚いた。 

 

「留学経験の講演２（北海道大学大学院生による講演）」 

「ほっかいどう未来チャレンジ基金」を利用し、大学院生時代に海外の留学を経験した槌谷賢太さん

に、留学することの意義等について話していただきました。留学における自らの失敗談や、「計画のな

い目標は、ただの『願い』にすぎない。自分の夢の実現のために、しっかりとした計画と目標を設定しよ

う。異文化に触れることで、皆さんは大きく成長する。」という高校生への熱い応援メッセージが盛り込

まれた講演でした。 

【生徒の感想】 

・体験談を聞くことは、や

はり面白いと思った。 

・留学に一番大切なこと

は、「目的や目標をもつ

こと」であると感じた。 

 

「ワークショップ５」 

  高西先生が講師となり、「日本の教育システムは、グローバル人材の資質・能力を身に付けるために

効果的なものか。」をトピックにディベートを行いました。事前に考えてまとめてきた英語のメモを基に

して自分の考えを述べるとともに、他者の意見に理論的に反論しようとする姿勢が見られました。 

【生徒の感想】 

・前日から主張や予想される反論を考えて挑んだおかげで、言葉に詰まることなくスムーズに進める

ことができた。しっかりディベートを楽しむことができた。 

・ディベートの最重要部分である立論を中心に、プログラムの集大成としてぴったりなトピックをディ

ベートできて楽しかった。 
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「閉会式」 

生徒を代表して、札幌国際情報高校の北口さんが修了証を受け取りまし

た。また、北口さんは、プログラム全体を振り返り、閉会のスピーチを英語

で行い、参加した生徒、会場校である北海道大学など、本プログラムに関

わる全ての人々に対する感謝が述べられ、会場全体が温かい空気に包ま

れました。 

  プログラムへの参加を

通して、37名の生徒は、

英語力の向上や大学の授業等についての理解の深ま

りを大いに実感することができました。また、同じ目

標をもった仲間や実際に留学を経験した先輩方、さ

らに北海道大学の留学生との出会いを通して、改め

て海外に対する関心を高めるとともに、自らの進路

実現に向けて決意を新たにしていました。 

【生徒の感想】 

・シャイにならずに恐れず英語を使うことの大切さを学ぶことができた。 

・今まで英会話に苦手意識を感じていたが、このプログラムを通して感じ方が変わった。もっと英語

を学びたいと思ったし、留学への意欲も上がった。願わくば、来年も参加したい。 

・ただ英語力を向上するだけでなく、決められたトピックについて自分の中で考えを深めることがで

き、とても有意義な時間になった。 

・正直、プレゼンやディベートをすると聞いて不安や緊張が強かったが、終始賑やかな雰囲気で、落ち

着いて取り組むことができた。 

 


